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　地域住民の方々の健康を守るためには、医療の質を常に高めるための努力が必須
です。また、当院の母体であるJCHOでは、第三者評価を受けることを推奨していま
す。そこで、この度、病院機能評価の審査を受けることにしました。病院機能評価と
は、公益社団法人日本医療機能推進機構が実施している第三者評価で、診療体制や
医療安全・感染対策、職員への教育、地域との連携などに関する80以上の評価項目か
らなる審査です。

　約 2 年間の準備期間を通して、全職員一致団結することで多くの改善を果たすこ
とができました。マニュアル類はすべて刷新され、新たに全職員が知っておくべき
ことをまとめた「診療要項」を作成、各種書類の見直しも図りました。また、診療
記録の監査や環境ラウンドも繰り返し実施し、医療の質向上と安心・安全な療養環
境を目指しました。「段差」など構造上の問題で解決困難なものは、「人の手」の工
夫で何とかならないかを検討しました。課題は山積みでしたが一つずつ解決していくことで、職員間の結束も高まっていった
ことは、認定という結果以上に大きな収穫でした。また、そこに至ることができたのは、日頃より当院をご利用いただいてい

る患者さんやご家族、地域の皆さまからのご支援とご協力があってのことであり、心よ
り感謝申し上げます。

　当院は、「急性期から在宅復帰支援まで地域を支える病院」です。これからも、「地域
に信頼され、選ばれる病院」を目指し、患者さん一人ひとりを大切にした医療と看護の
提供に努めてまいります。また、地域の医療機関や介護・福祉施設との連携を一層強化し、
住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる医療体制づくりに貢献してまいります。

　今後とも地域の皆さまに安心してご利用いただける病院であり続けられるよう、職員
一同、さらなる医療の質向上に取り組んでまいります。
引き続きご支援、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。








